




















§はじめに 

心血管系の異常に基く乳幼児の急死・突然死は、一定の疾患単位に限ってみられることが

、これまでの研究によって明らかにされた。死と関連づけられる疾患が存在し、それが事

前に認識されていない場合、この急死は狭義の SIDSではないが剖検なしには診断され得な

い。発症前ないし死亡前の疾患の発見と診断、それに対する適切な治療は、患者を急死か

ら予防する可能性へ導く。また、たとえ予防が不可能であるとしても、それら疾患の認識

は非予期的急死に伴う不要な混乱を回避せしめ得る。ここに、これまでの研究の成果かち

、乳児幼児早期に急死・突然死に導きうる心血管系疾患を列挙し、それらに対する対症、

診療の指針を示してみた。 


